
イノベーション創出につながるアウトカム設定

竹中 薫、高橋 祥、田平 博嗣（株式会社 U’eyes Design デザイニング・アウトカムズ研究所）

発表者：竹中 薫（たけなか かおる）

連絡先：takenaka@ueyesdesign.co.jp
〒224－0001

神奈川県横浜市都筑区中川1-4‐1 ハウスクエア横浜4F

TEL:045-914-7820  FAX:045-9147822 HP:http://ueyesdesign.co.jp

（ユー・アイズ・デザイン）

アウトカム※を設定し、デザイン思考で取り組むことが
イノベーション創出につながる！

目的があいまいなために、何を作ればよいかわからない、
作ったものが良いものかどうか判断できない

■個人の能力の
効果的な活用

既存のプロセスや
フレームを利用しても

結果を出せない

イノベーション
の定義が

定まらない

取り組みの
評価の仕方が
わからない

リスク回避や
確実性を

求められる

２．アウトカム設定のアプローチと効果

※アウトカムとは、研究がもたらす本質的な成果のことを指す。論文や特許の数といった外形的なものではなく、実際に社会にどんな影響を与えたかを
評価すべきだという考えから、医療・学術分野で注目される。アウトカムデザイニングでは、『生活者のあるべき未来の姿』を示す。

１．イノベーション創出における課題と解決

自己の内省と開示、チームとのダイアログ（対話）を通
して、個人の生い立ちやこれまでの仕事との向き合い方、
抱えている課題などを掘り下げるとともに、他者の意見
が出てくる背景（経験・環境）を理解する。自分と他者

との違いを越え、チームとしての思いを共有する。

現代の社会環境、生活環境について、自身の事業
やミッションにとらわれず、これまでと違った視
点・視座から捉え直すことで、今の社会の流れや
変化を実感し、解決したいマーケット・ニーズを
発見する。それがこれからの事業のチャンスとな

りえる

現代の社会の流れや変化を的確にとらえて新
しい取り組みを行っている企業について、ど
のような事例があるかを知ることで、これか

らの競合を認識し、危機感を自覚する

実行する人のアクセルを強化する効果 判断する人のブレーキを緩める効果

アウトカムを設定する
＝生活者のあるべき姿を描くことで、進むべき方向性が明確になる

これまでの企業活動、会社の理念・姿勢を
振り返り、コア・コンピタンスを再認識し、
これからどんな生活革新をもたらしたいか、
企業理念から一貫した自社の役割・責任を

明確にする

イノベーション創出

■情報感度UP

自分のやりがいを見出せるテーマと会社とし
ての取り組みをリンクさせてゴールに据える
ことで、個々の持ち味を効果的に引き出す

テーマを明確にすることで、選択的注意を喚起
し、情報を引き寄せる力を強化する。それを
チームで取り組むことで、効果が増幅される

■断れない理由 時代・環境・価値観の変化と競合の取り組み
から、新規事業の必然性を共有し、危機感を
認識する。そこに企業理念に沿った取り組み
を提示し、受け入れられやすい状況をつくる

■継続可能な
環境

『生活者をあるべき姿に導けているか』とい
う上位の目的に対しての成果を目標に据える
ことで、個々のアイデアの短期的な成果や上
司の好みで判断されることなく、取り組みを
継続できる環境を整える

よい
アイデアが
うまれない

■アイデアへの
固着を防ぐ

アウトカムの実現を目的とすることで、その
過程で生まれる個々のアイデアに固着せずに、
先を見た取り組みができるようになる

1.市場の発見

2.競合の再定義

3.役割・責任の再定義

4.多様性の最大化

リフレーミングの場


